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1. はじめに 

加速器を用いたホウ素中性子補足療法(BNCT)のための中性子源が各地に建設されているが、得

られる中性子のエネルギースペクトルは中性子発生方式や施設特性に依存するため、施設ごとに

評価・検証する必要がある。本研究では、いばらき中性子医療研究センターの加速器 BNCT中性

子施設 iBNCTにおいて、開発段階で発生可能な微弱ビームを活用し、3He比例計数管ベースのボ

ナー球スペクトロメーター(BSS)を用いたアンフォールディング法によって中性子ビームのスペ

クトラルフルエンスを測定した。 

2. 実験 

iBNCTでは 8 MeVの陽子ビームと Beターゲットにより発生した中性子を減速・フィルタリン

グすることで治療室に熱外中性子ビームを供給する。測定には、実効 3Heガス圧 0.056 atmの球形

3He比例計数管を用いた BSS を用いた。測定地点は検出器や施設構造物との相互作用の影響やス

ペクトル構造の多様性を考慮し 2地点を選定した。 

3. 結果 

複数のボナー球検出器の測定結果をアンフォー

ルディングして得られた結果を Fig. 1に示す。概ね

Phits によるモンテカルロ計算で予想されるスペク

トルを再現した。 

また、複数地点の測定結果から実際に治療を行う

ビームポートでの中性子収量を評価し、今後のビー

ム電流増強計画により治療レベルの中性子強度が

得られる見通しを実験的に得ることができた。 

 

本研究は JSPS科研費 JP16K21679の助成を受けたものです。 

Fig.1 Unfolding results for the neutron 

spectral fluence and calculated ones for 

the two measurement positions. 
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